
■撮影用照明を
　使用しない場合の作例

■撮影データ
デジタルカメラ：
Canon PowerShot SX230 HS
露出補正：±0
ホワイトバランス：オート
シャッター速度：1/50 秒
絞り値：f5
ISO：400
画像加工：なし
撮影用照明：RIFA-F40x40cm1 台
撮影時間：約 00 分
（調理時間は含まず）

撮影実習－商品別撮影実践Ｄ 教室

商品撮影　Web　セミナー自分で撮りたいネットショップオーナーのための
http://photo-zemi..jp

「蕎麦（そば）」の撮影■撮影商品ジャンル
フード １ページ目

■撮影データ
デジタルカメラ：Canon PowerShot SX230 HS（コンパクトタイプのデジタルカメラ）
ISO：200
露出補正：－１.３
ホワイトバランス：オート
絞り値：Ｆ５.９
シャッター速度：自動
画像加工：明るさとコントラストの微調整。背景の造花を選択してややボカし加工。パッケージ写真との合成。湯気。
撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台（前面のディフューザーを外して使用）

　秋は「新蕎麦」の季節でもあり、また、年末に向けて「年越し蕎麦」用としての販売に力を入
れるネットショップ様も多いことと思います。
　そこで、「蕎麦」の撮影、特に、料理として提供される状態で、もり蕎麦と、これから恋しくな
る温かい蕎麦との２つのパターンについて、主に解説することとします。

　ショッピングサイトのページで使うということを前提として、できるだけ実践的になるよう、
単なる撮影技術だけではなく、見せ方などの演出テクニックや考え方も含めた、「photo-zemi
（フォトゼミ）」ならではの視点で解説していきますので、「蕎麦」を撮影するときの参考にして
みて下さい。

撮影のポイント
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　まずは、「キービジュアル」となる写真からいきましょう。

１．「キービジュアル」って？
　「メインビジュアル」とも言われ、どちらが正解か不正解かはよくわかりませんが、ホームページやネットショップ

のページで、位置・大きさ・アピール度などなど、最も視覚的に訴求力を持つ（持たせる）画像（写真に限らずイラス
トなどの場合もあります）のことを言います。

　ネットショップでは、ほとんどの場合、ページの最上部にある大きな写真が「キービジュアル」に相当します。

２．アップにするか全体を見せるか
　キービジュアルとなる商品写真のいちばんの目的は、「紹介している商品や情報に興味を持ってもらうこと」だと思い
ます。

　ネットショップで蕎麦を買おうと思っているユーザーが、他のネットショップに行ってしまわないように、ともかく

は、そのページに足止めする効果のある写真が必要なのです。

　蕎麦の販売ページなら、当然「美味しそう、食べてみたい」と思ってもらうことで、興味を持ってもらって足止めで

き、ページを先へと読み進めてもらえる可能性が高くなります。そうすることで、注文にも繋がりやすくなるでしょう。

　では、どんなキービジュアルにしたら良いのか。

　「美味しそう」と思ってもらいたいのですから、茹でる前の蕎麦ではなく、茹でて器に盛り付けた「さあ、どうぞ召し

上がれ」という状態の写真がいいのはわかります。迷ったのは、茹でて盛り付けた蕎麦を、アップでドーンと見せるの

か、器に盛り付けた全体像を品良く見せるのが良いかです。

　頭の中だけで考えていてもわからないので、実際に、蕎麦を販売しているネットショップを何店か見てみました。

キービジュアル
ページを開いたとき
最初に目に飛び込ん
でくる写真（画像）

●
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

■「楽天市場」と「ヤフーショッピング」で調べてみました

　下のグラフは、「楽天市場」と「ヤフーショッピング」で、“蕎麦” と検索して、検索結果に表示された３０店（重複

店舗なし）の商品販売ページを見てみた結果です。（2014 年 10 月某日）

　この結果から、

　　　・冷たい蕎麦の写真→アップで見せる店舗が多数
　　　・温かい蕎麦の写真→冷たい蕎麦と比べて、全体像を見せる店舗が増加
という傾向があることがわかりました。

　また、冷たい蕎麦の写真では、右のような「箸上げ」という状態で

アップで撮影したものが多かったです。

photo-zemi（フォトゼミ）としては、今回調べた結果を大前提として、

この後の解説を進めていくこととします。

・もり蕎麦など、冷たい蕎麦をキービジュアルとして使っている場合

アップの写真　２５店舗

器を含めた全体像の写真　４店舗

アップと全体像の併用　１店舗

器を含めた全体像の写真　９店舗

アップと全体像の併用　３店舗

・天ぷら蕎麦など、温かい蕎麦をキービジュアルとして使っている場合

アップの写真　１０店舗

※楽天市場では、検索結果を「レビューの多い順」に並べたときの上位店舗
※ヤフーショッピングでは、検索結果を「売れている順」に並べたときの上位店舗
※楽天市場とヤフーショッピングそれぞれの検索結果から、合わせて 30 店舗の結果
※温かい蕎麦の合計が３０に満たないのは、冷たい蕎麦の写真しか使っていない店舗があるため
※アップと全体像の併用とは、アップと全体像の二つの写真を組み合わせて、一つのキービジュアルにしている場合
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　蕎麦の色・太さ、といった形状はもちろんですが、ツルっとしたの

ど越しや香りなど、味わいまでもが想像できるような商品写真にした

いところです。

　そのためには、アップで大きく見せる写し方が必須となります。

　ちなみに、もり蕎麦を、器を含めた全体像を見せるような写し方を

してみたのが右の写真です。

３．「蕎麦」の魅力で勝負する
　多くの店舗が採用している見せ方は、他店と似たような印象になりやすいというデメリットはありますが、結果（足

止め→注文）に繋がる実績があるからこそ、採用している店舗が多いとも考えられます。

　反対に、少数派の見せ方をすれば、他店とは違う個性を出せるかもしれませんが、結果（足止め→注文）に結び付け

られるかどうか、まったくの未知数と言えそうです。

　アップか全体像か、どちらの見せ方を選ぶかはショップ運営者様の判断次第ですが、どちらの場合でも、商品写真そ

のものの出来栄えが重要になることは言うまでもありません。

　そこで、いよいよ（というか、ようやく）撮影方法についての解説とまいりましょう。

　まずは、蕎麦そのものをいかに美味しそうに見せられるかです。

■もり蕎麦をアップで撮る

　実店舗のお蕎麦屋さんのメニュー写真として考えるなら、こういった撮り方の方が良いのかもしれませんが、ネット

ショップのキービジュアルとしては、迫力不足というか、訴求力が弱く、足止め効果は期待できなさそうな印象です。

　蕎麦そのものを見てもらいたいのですから、アップでドーンといきましょう。

　やっぱりこれですね。

　ネットショップにおける商品写真が重要な理由
は、何と言っても、パッと見ただけで直感的に感
情や感覚を刺激できるからだと思います。

　特にキービジュアルでは、その役割は、より大

きなものとなります。

　人間で言えば、「肝心なのは中身だけど、まずは第一印象が大切なんだよね」といったところでしょうか。
　第一印象で興味を持ってもらえなければ、肝心の中身をアピールする機会さえ作れない、そう考えて、蕎麦の魅力が

写真全面にあふれるように、しっかりとアップで、印象度優先で撮影することを心がけましょう。
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

１）背景や小道具類のセッティング

　蕎麦をアップで撮ると言っても、写真には蕎麦以外の周辺のものも写ります。背景や画面を飾る小道具、ちょっとだ

けではあっても器も写ります。それらもきちんと考えて、用意し、配置することが大切です。

　こんなふうに考えてみてはどうでしょう。

　例えば、お友達が紹介してくれた方と、初めてのデートをするとします。

　肝心なのは中身、ではありますが、初めてのデートともなれば、第一印象をより良いものにするために、どれも重要

な要素として考えるのではないでしょうか。

　キービジュアルのように、印象度を優先する商品写真でも、これらがとても大切なのです。

●場所選び＝商品写真の背景

　日本情緒漂うようなところがいいのか、ライトアップされ

　た街にするか、、など、初デートの場所

●初デートに花を添える演出＝商品写真で使う小道具

　クリスマスツリーや美しい夜景、といった、初デートの場

　所にある、あるいは、見えるもの

●服装＝蕎麦を盛り付ける器

　初デートに着て行く服装
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　具体的には、背景、小道具、器を、次のように考えて準備しました。

●背景

　蕎麦は日本を代表する食品のひとつです。ですので、和を

　感じられるように、木のすだれを背景として使います。

●小道具

　季節感が感じられるような小道具を用意します。

　「秋」ならば造花のもみじが良さそうですが、今回は「冬」

　を連想できそうな造花などを用意しました。

●器

　日常的に使うものではなく、とは言えあまり背伸びし過ぎ

　ない程度の、ちょっとだけ特別感があるような器を選ぶの

　がコツです。
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　背景や小道具の準備ができたら、デジタルカメラのモニターを見つつ、それぞれの配置を決めます。

　このとき、かなり低い位置から撮影するようにデジタルカメラの位置決めをすると、よりインパクトのある写真にで
きます。

　実際に蕎麦を撮影した写真で比較してみて下さい。

テーブルから約 75cmの高さから撮影

テーブルから約 15cmの高さから撮影

２）撮影用照明のセッティング

　次は、撮影用照明をセッティングします。

　「料理写真撮影の基本」の中でも説明していますが、料理写真を撮影する場合、やや逆光気味で撮るのが基本です。

　注目していただきたいのは、撮影用照明を奥から手前に向け

て照らしていることと、照明の位置が、撮影する商品にかなり

近いということです。距離的には 30cm程度です。

　この撮影で使用しているのは「RIFA（リファー）-F40×40cm」

という撮影用照明ですが、他の撮影用照明であっても、【商品
に近い位置から照らす】というのが、基本中の基本となります。

テーブルから
約 00cmの高さに
デジタルカメラ

約 75cm

テーブルから
約 00cmの高さに
デジタルカメラ

約 15cm

　低い位置から撮影した方が、印象度が高まり、蕎麦自体もわかりやすく写せます。印象度やインパクトを優先する場
合は、低い位置から撮影した方が良い場合が多いと覚えておいて下さい。

カメラ位置
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　商品の奥から照らす、逆光気味のライティングにすると、撮影用照明で照らされてできる影によって、手前側が暗く

なります。そこで、レフ板を用意して、暗くなる部分を明るくするように調整することを忘れないで下さい。

　良い条件が重なって、見事な写真が撮れたとしても、光のあ

て方を調整できないことに加え、撮影場所、撮影時間、さらに

は天候まで気にしなくてはならないため、再現性が極めて低い

ことが窓からの光で撮影する場合の問題点と言えます。

３）デジタルカメラの操作

　デジタルカメラは、ごく普通のコンパクトタイプを使っています。（2014 年 11 月現在の実売価格は 2万円くらいの

機種です）

　画面の中に入らないように、小さなレフ板も用意しましたが（右の写真）、これはコピー用紙を適当な大きさに切って、

二つ折りにしただけのものです。

　撮影用照明を使わない場合は、窓の近くを撮影場所とし、窓に向かって撮るようにセッティングして、逆光気味の状

態を作って撮影すると、撮影用照明を使った場合に近い印象の写真を撮ることができます。（撮影する場所、窓からの光

の入り方など、条件によっては、撮影用照明を凌ぐ写真を撮ることもできます。）

  Canon PowerShot SX230 HS
（コンパクトタイプのデジタルカメラ）

レフ板

●
●

●

●レフ板
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　ちょっと話が前後してしまうのですが、確認のため、商品とデジタルカメラとの距離について説明しておきます。

　商品写真を撮影する場合の基本は、「商品からできるだけ離れて、ズームは望遠側で撮る」です。（詳しくは「Ａ教室
・デジタルカメラの必須操作 /２．商品の形を正しく写すためのズーム操作」をご覧下さい。）

　今回の撮影では、蕎麦を盛り付ける予定の器から、約 1mのところにデジタルカメラがあります。その距離にデジ
タルカメラをセットした状態で、前述した、背景や小道具類の配置を決めています。

　話を戻して、デジタルカメラの操作ですが、コンパクトタイプの場合、操作するのは、写真の明るさを決める「露出

補正」だけです。

　蕎麦の色を実物どおりに撮影するために、写真の色を調整する「ホワイトバランス」の設定をきっちりとやらなくて

はならないと思う方が少なくないかもしれませんが、普通の蛍光灯を光源とする撮影用照明を使っている場合は、「ホワ
イトバランス」はオートのままで大丈夫なことがほとんどです。

　ネットショップの商品写真は、パソコンやスマホなどのディスプレイ上で見てもらうことになります。そのため、色

については、残念ながら、表示されるディスプレイ次第というのが実状です。

　ですので、「まあ大丈夫かな」といった程度で撮影しておいて、後に、画像加工ソフトで色の微調整をした方が、現

実的と言えるのです。（窓からの光で撮影する場合も同様です。）

　どんな環境、どんな条件で撮影する場合でも、忘れてはならないのが、明るさを調整する「露出補正」なのです。

　明るさについては、あまりにも暗い写真を画像加工ソフトで無理やり明るく調整すると、写真の画質が悪くなってし

まいます。（その逆で、明る過ぎる写真を暗く調整する場合も同様です。）

　写真の明るさは、画像加工ソフトで微調整すれば済むくらいに、撮影時に「露出補正」で整えておくのが基本です。

露出補正　－１ 露出補正　±０ 露出補正　＋１

約１ｍ
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

４）蕎麦の盛り付け

　撮影前の準備がすべて完了したら、蕎麦を盛り付けて本番の撮影です。

　今回は、蕎麦を箸で持ち上げている「箸上げ」と言われる状態を撮影します。

・箸のセッティング
　どうやって撮るのか、写真を見てもらうと、一目瞭然。

　このように、せいろの横に適当な高さの箱を置いて、そこに箸をガムテープなどで固定するだけです。

　箸に蕎麦を引っ掛けた状態を想像しながら、デジタルカメラのモニターで、箸の角度や向きなど、位置の微調整を

します。

　ちょっとしたコツは、箸の選択です。

　表面がツルツルした箸だと、蕎麦が滑ってしまい、“イイ感じ” に引っ掛けるのが難しくなります。できるだけ、表

面の “ツルツル” が少ない箸を選ぶと作業がちょっとやりやすくなります。

・麺の盛り付け

　デジタルカメラのモニターを見ながら盛り付けを調整しますが、このとき、別の器を用意して、そこにも少し蕎麦

を取り分けておくと、せいろに美しく盛り付けた状態を崩すことなく、つけ足したり減らしたり、といった作業がス

ムースにできます。

　同じように、箸に引っ掛ける作業も、取り分けた器の蕎麦を使って行います。

　盛り付けが完了したら、本番の撮影です。
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

５）撮影

　まず、撮影用照明の光のあたり方を確認し、蕎麦が美味しそうに見えるような位置を探して微調整を行います。（当

然ですが、肉眼で確認するのではなく、デジタルカメラのモニター上でどう見えるかを確認しなくてはなりません。）

　蕎麦の表面に、適度な光沢ができるような位置を探して照らすのがポイントです。表面の光沢は、“瑞々しさ” を伝え
る効果があります。

　次は、レフ板の調整です。

　特に、箸に引っ掛けた蕎麦の写り方が重要なので、手前側が暗くなり過ぎないように、レフ板を置く位置と蕎麦から

の距離を変えてみながら、見え方をしっかりと確認して位置決めをして下さい。

　ここまでできたら、露出補正の最終確認です。試しにシャッターを押してみて、写真全体の明るさを確認してみます。

暗過ぎる、あるいは、明る過ぎると思う場合は、必要に応じて露出補正を行います。

撮影用照明は蕎麦の斜め左奥 撮影用照明は蕎麦の後ろ奥 撮影用照明は蕎麦の斜め右奥

レフ板なし 蕎麦から
やや離れたところにレフ板

蕎麦のすぐ近くにレフ板

※最終的には、「ちょうどいいだろう」と思う露出で撮影するだけでなく、それよりもやや明るく調整した写真、
　やや暗くした写真と、露出を変えた写真を３枚程度撮影おきます。そうすることで、パソコンのディスプレイ
　で表示したときに、最も良いものを選択できることになるからです。
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　準備完了、さあ、撮影です。　と、なるところですが、もうひと手間。

　慣れていれば、ここまでの作業を効率良く行って、短時間で準備完了とできるでしょう。でも、慣れないと、やはり

相応の時間を必要としてしまいます。その間に、蕎麦の表面が乾いてしまっていないでしょうか？

　パサパサした感じの蕎麦の写真では、美味しそうなんて思ってはもらえません。

　そこで、蕎麦の表面に水分補給をしてあげましょう。

　どうでしょう、美味しそうに、蕎麦そのものの魅力が伝わる写真になっているでしょうか。

　コンパクトタイプのデジタルカメラでも、考えるべきことを考え、行うべきことを行うと、このくらいの写真は撮れ

てしまうのです。

100 円均一ショップで購入した
「霧吹き（アトマイザー）」

　小さな霧吹き（アトマイザー）に水を入れて用意しておき、それを蕎麦の表面に軽く吹き付けると、表面の瑞々しさ

がよみがえります。　※ちなみに、プロの撮影現場では、サラダ油などを筆で蕎麦の表面に塗りつけて、つややかさを

表現することもあるようです。

　さて、そうして撮影した写真がこれです。

デジタルカメラ
Canon PowerShot SX230 HS
（コンパクトタイプ）

ISO：400
露出補正：±０
ホワイトバランス：オート
絞り値：Ｆ５.６
シャッター速度：自動

画像加工
明るさとコントラストの微調整

撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　一眼レフなら、絞りを調整して背景などのボケ加減も変えられるので、箸で持ち上げた蕎麦をさらに際立たせる写真

にすることもできます。

　・アップで写す
　・背景や小道具類などもしっかりと考える
　・光のあて方
　・盛り付け

　これら、当たり前と言えば当たり前のことを、「優先すべきことは何か・なぜそうするのか」ということを考えた上で

実践することで、魅力的な蕎麦の写真にすることができるのです。

デジタルカメラ
Canon EOS Kiss X4
（一眼レフ）

ISO：400
露出補正：±0.７
ホワイトバランス：オート
絞り値：Ｆ16
シャッター速度：自動

※望遠レンズ（55mm～ 250mm）
を使って、約２ｍくらいの距離から
撮影しています。

画像加工
明るさとコントラストの微調整

撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　実際に目の前に料理を置いて食べる場合とは違って、デジタルカメラのモニターを見ながら「写真の写り方」だけを
考えて盛り付けて調整します。

　そうして盛り付けた蕎麦を、肉眼で見たときに違和感があってもまったく問題ありません。写真ではどう見えるか、

それだけを考えたら良いのです。

　また、蕎麦がつゆの中に沈んでしまう場合は、ざるなどを使って “底上げ” するというテクニックもあります。

４．料理として美味しそうに見せる

　次は、温かい蕎麦を撮影してみます。

　料理として美味しそうに見てもらえるように、一部分をアップで撮るのではなく、器も含めた全体像が写るような構

図を考えて撮影します。

　構図が変わること以外、アップで撮影する場合と同様の手順で準備作業を行うと考えて下さい。

　最終的なセッティング状況はこのような状態です。

　今回は、器の中に小皿を２枚重ねて入れて、その上に蕎麦や具材を乗せて整えます。

　手順としては、

　　器に底上げ用の小皿を入れる  →  小皿の上に蕎麦を整えながら盛り付ける
　　　　　　　　→  盛り付けが崩れないようにつゆを注ぎ込む  →  具材を乗せて全体を整える

という順番になります。大きな器、あるいは、深い器を使いたいときには、役に立つテクニックです。

　器の大きさや深さによって、デジタルカメラの距離や高さが変

わる以外は、アップで撮影するときとほとんど違いがないことが

わかります。

　蕎麦を盛り付けて撮影する段階で、注意するポイントは、盛り

付け方です。多くの場合は、天ぷらなど、蕎麦以外の具材が入る

と思います。そのため、主役である蕎麦が見えなくなってしまう

ことのないように盛り付け方を考えなくてはなりません。
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キービジュアルとなる商品写真の撮影

　それでは、完成写真を見てみましょう。

　アップで撮影した写真に比べると、上品な感じがします。高級感をアピールしたいときには、このような全体像を写

すように構図の方が効果的かもしれませんね。

　ちょっとアップにしてみるとどうでしょう。

デジタルカメラ
Canon PowerShot SX230 HS
（コンパクトタイプ）

ISO：200
露出補正：－0.７
ホワイトバランス：オート
絞り値：自動
シャッター速度：自動

画像加工
明るさとコントラストの微調整

撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台

　ほぼ全体を写すのか、ちょっとアップにしてみるのか、どちらが良いかは、好みによるところもありそうですが、天

ぷらなどの具材を乗せた蕎麦を、料理として美味しそうに見せたい場合は、ドーンとアップで撮るよりも、全体像が見

えるような構図の方が良さそうなのがわかります。

　さて、最初の項目としては、かなり長くなってしまいましたが、冷たい蕎麦、温かい蕎麦、アップで撮るのか、全体

像を撮るのか、撮り方見せ方の選択は、まずはキービジュアルとしてどんな写し方をしたら良いのかを考えて決める必
要があります。
　その上で、ここまで解説してきた撮影手順を実践していただきたいですが、キービジュアル用としてだけではなく、

蕎麦を撮影する場合の基本的な考え方とその方法としても、参考にしてみて下さい。

デジタルカメラ
Canon PowerShot SX230 HS
（コンパクトタイプ）

ISO：200
露出補正：－0.３
ホワイトバランス：オート
絞り値：F５.９
シャッター速度：自動

画像加工
明るさの微調整

撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台
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説明用の商品写真の撮影

１．茹でる前の蕎麦の撮影
　キービジュアルは印象度を優先して、興味をもってもらう、言わば足止め効果を得るための写真でもあります。効果

的なキービジュアルがあって、ページを読み進めてもらえたなら、今度は商品を説明するための写真が必要になります。

　ネットショップで販売しているのは、調理済みの蕎麦ではなくて、茹でる前の蕎麦ですから、その写真が必須である

のは当たり前のことです。

　大きくは２種類、乾麺タイプと生麺タイプがありますが、どちらの場合も、キービジュアルで感じてもらった商品の
第一印象を損なわないように、相応の見せ方を考えて撮影しなくてはなりません。
　とは言え、分かりやすさを優先した説明的な写真の場合は、特別に凝った演出は不要なことが多いでしょうから、ま

ずは丁寧に撮影することを心掛けましょう。

１）乾麺タイプの蕎麦

　どうやって撮っても、茹でる前の乾麺の写真で「美味しそう」と思ってもらうのは難しいですし、商品の説明でもあ

るので、分かりやすさを最も優先することになります。

　説明的な商品写真の背景は、特別な意図がない限り白い紙を使うのが基本と考えます。そこに商品を置いて撮ります
が、いくら説明的な写真とは言っても、少しくらいは見せ方の工夫もしたいところです。

　ちょっと置き方の工夫をするだけで、印象が異なります。

　また、背景の基本は白と書きましたが、あえて背景を変えることで、無機質な印象ではなくなったり、思い切って黒

い背景にすると、高級感が感じられる写真にもできます。

　このように、置き方や背景にひと工夫することで、説明的な写真であっても、良いイメージを保った商品写真にする

ことができます。
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説明用の商品写真の撮影

２）生麺タイプの蕎麦

　乾麺タイプに比べると、生麺タイプの方が、見せ方が大切になります。

　蕎麦の香りやコシなど、その味を想像できやすいのが生麺だと思います。そのためには、商品の外見的な特徴がしっ
かりとわかるように、アップで撮影するのが最大のポイントです。

　キービジュアル用のもり蕎麦の撮影に近いイメージで、セッティング等を考えると良いでしょう。

２．パッケージに入っている蕎麦の撮影
　茹でる前の蕎麦を撮るときよりも、さらに説明的な写真と言えます。気を付けるのは、蕎麦が入っている袋の光沢の

処理です。

　このように、パッケージのあちこちが白く光ってしまうと、中

身の蕎麦、あるいはパッケージに印刷されている商品名などがわ

からなくなってしまいます。

　白く光ってしまうのは、撮影時に使っている照明など、光って
いるものが写ってしまっている「写り込み」です。

　この写り込みを何とかしたいのですが、あまりおすすめできないのが、白いもので囲んでしまうような状況です。

　撮影用の道具として、白い布で作られた四角いボックスの中に商品を置いて撮る製品がありますが、同様の条件にな

るように、手作りでボックスを作って撮影してみました。

　そのため、パッケージ全体に白い霧が掛かったように、ぼんやりした感じになってしまうのが、白いボックスの中

に入れる撮影方法の問題点と言えます。

　白く光って見える写り込みはほとんどなくなりました。なくな

りました、が、なくなり過ぎなのです。

　白いボックスの中に商品を入れて撮ると、写り込みだけではな
く、パッケージの透明感や、本来あるはずの光沢感までもがなく
なってしまい、「質感」を感じることができない写真になってしま
いやすいのです。

　また、正確には、部分的な写り込みはできていませんが、商品
全体にボックスの白がうっすらと写り込んでいるのです。
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説明用の商品写真の撮影

　ではどうするか。

　答えは簡単です。普通に背景紙をセットしたら、商品を立てて置けば、パッケージの前面には、写り込みがほとんど

なくなるはずです。

　写り込みの原因は、天井の照明だったり、撮影用の照明だったり、ともかく、撮影時に点灯している照明なのです。
そして多くの場合、それらの照明は上にあります。

　商品をペタンとただ置くだけだと、上の照明がまともに写り込んでしまうため、あちこちに写り込みができてしまい

ます。商品を立てて置くことで、正面側にはデジタルカメラしかないので、見苦しい写り込みはできなくなるのが当然

なのです。

　また、立てた商品の上の方に照明があれば、パッケージの上の方には、少し写り込みができます。適度にできる写り
込みがあるからこそ、パッケージの透明感や光沢感など、質感までもが伝わる写真になるのです。写り込みのでき具合
は、天井の照明で撮影しているなら、商品の向きや位置をちょっと変えることで調整でき、撮影用の照明を使っている

のなら、照明の向きなどを変えたら良いだけです。

　光沢のあるパッケージに入っている商品をキレイに撮影するには、「立てて置く」、これがイチバンです。

透明なコップなどを支えにすれば、
透明なパッケージでも大丈夫です。

　フニャフニャしていてどうしても立てることのできないパッケージの場合は、照明が見苦しく写り込まない位置を見

つけて、商品を置けば良いだけです。

　パッケージの撮影については、「Ｄ教室・撮影実践 /２．商品パッケージの撮影」にも解説がありますのでご覧になっ

てみて下さい。
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イメージ写真と組み合わせた見せ方

１．料理写真とパッケージ写真との合成
　定番とも言える見せ方です。

　「美味しそう」と思ってもらえるような印象度を優先した写真と、パッケージ写真との合成です。

　　・美味しいそう
　　・どんな商品なのか

　このふたつを同時に伝えることが可能になります。

　印象度を優先した写真と、パッケージなどの写真を合成した写真（画像）は、注文ボタンの近くに表示する商品写真

に使われることが多いです。

　感覚的な要素が伝わり、商品の確認も同時に行える写真は、注文しようとしているユーザーにとって、親切な写真で

あるとも言えます。

■蕎麦の料理写真の撮影データ
デジタルカメラ：Canon PowerShot SX230 HS（コンパクトタイプ）
ISO：200 / 露出補正：－１/ホワイトバランス：オート /絞り値：F５.９/ シャッター速度：自動
撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台
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イメージ写真と組み合わせた見せ方

２．キャッチコピーを加える
　実は、写真以上に興味を持ってもらえる要素となり得るかもしれないのが「キャッチコピー」です。

　おそらく、これをご覧になっている方は、キャッチコピーについても、本を読んだりセミナーに参加したりして勉強

されていると思うので、ここで細かな説明はしませんが、特にキービジュアルとキャッチコピーのイメージがうまくマッ
チしていると、相乗効果が発生し、訴求力がいっそう高まるのです。

　キャッチコピーで大切なのは、

・アピールポイントを明確にする
　→  価格なのか、内容量なのか、希少性なのかなど、アピールポイントを絞って明確にする

・誰に向けて発信しているのかを明確にする
　→  購入者を具体的にイメージして、そのヒトの感覚に響きそうな言葉や表現、あるいは書体などを考える。

・数字を使って説得力を出す
　→  今なら３８％引き、販売実績 12,680 食、100 食限定！特選そば粉 10 割の香り

　などなどいろいろありますが、こうして考えたキャッチコピーと写真とのイメージが、マッチしていることがと

ても大切なのです。

■蕎麦の料理写真の撮影データ
デジタルカメラ：Canon PowerShot SX230 HS（コンパクトタイプ）
ISO：200 / 露出補正：－１.３/ ホワイトバランス：オート /絞り値：F５.９/ シャッター速度：自動
撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台（前面のディフューザーを外して使用）
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商品撮影　Web　セミナー自分で撮りたいネットショップオーナーのための
http://photo-zemi..jp

「蕎麦（そば）」の撮影■撮影商品ジャンル
フード 21 ページ目

イメージ写真と組み合わせた見せ方

３．フリー素材との合成
　photo-zemi（フォトゼミ）として積極的におすすめしていることのひとつです。

　　・蕎麦畑
　　・蕎麦の花
　　・食卓のイメージ
など、自分では撮影できないけれど、ぜひとも欲しいという写真は、フリー素材を活用してみてはどうでしょう。

　「実際に販売している商品の原料を収穫した畑の写真でなければインチキだ」と思われる場合はしかたありませんが、

事実説明としてではなく、イメージとして使うのであれば、積極的に活用してみても良いのではないかと考えています。

　販売している商品、蕎麦に自信があればあるほどに、“買ってもらって、食べてもらってナンボ” だと思うのです。そ

のために有効であるなら、フリー素材も大いに活用すべきだと思っています。

 ※「蕎麦畑」のフリー素材    サイト名：PIXTA    URL：http://pixta.jp/    利用料金：540 円

 

■箸上げしている蕎麦の写真の撮影データ
デジタルカメラ：Canon PowerShot SX230 HS（コンパクトタイプ）
ISO：200 / 露出補正：±０/ホワイトバランス：オート /絞り値：F５.９/ シャッター速度：自動
撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台



撮影実習－商品別撮影実践Ｄ 教室

商品撮影　Web　セミナー自分で撮りたいネットショップオーナーのための
http://photo-zemi..jp

「蕎麦（そば）」の撮影■撮影商品ジャンル
フード 22 ページ目

湯気について

　「蕎麦の撮影」、ついに最後の項目、湯気についてです。

　温かい蕎麦を表現するために、ぜひとも湯気が欲しいです。が、残念ながら、そう簡単に撮れないのが湯気なのです。

ただ、あきらめることはありません。こんなときこそ、画像加工ソフトを使いましょう。

　この写真は、画像加工ソフト（Photo shop）を使って、湯気（湯気のように見えるもの）を加えた写真です。
　慣れるとかなり簡単な加工（２～３分でできます）ですので、ぜひ試してみて下さい。

　湯気の作り方（描き方）については、詳しく解説してくれているとても親切なWebサイトがあるのでご紹介します。

※Material【Photoshop で簡単に湯気を描く方法！】

　http://pixmaterial.blog38.fc2.com/blog-entry-23.html

■蕎麦の料理写真の撮影データ
デジタルカメラ：Canon PowerShot SX230 HS（コンパクトタイプ）
ISO：200 / 露出補正：－１/ホワイトバランス：オート /絞り値：自動 /シャッター速度：自動
撮影用照明：RIFA-F40×40cm1 台



撮影実習－商品別撮影実践Ｄ 教室

商品撮影　Web　セミナー自分で撮りたいネットショップオーナーのための
http://photo-zemi..jp

「蕎麦（そば）」の撮影■撮影商品ジャンル
フード 23 ページ目

まとめ

　最後までお読み下さり、ありがとうございました。そして、お疲れさまでした。

　旬の時期とも言える「蕎麦の撮影」参考になりましたでしょうか。

　文章にすると、とても長くなってしまいましたが、それぞれの作業自体は単純なことばかりです。「商品を購入してい
ただくために」と考えるなら、写真撮影よりも、「どんな写真が必要なのか」「なぜその写真が必要なのか」ということ
を明確にすることの方が、はるかに重要で難しいことなのかもしれません。

　その点でもヒントにしていただけるように解説にすることこそ、photo-zemi（フォトゼミ）ならではだと考えていま

すが、まだまだ言葉足らず、説明力不足だと思っています。

　それでも役に立ちそうだと思っていただけたなら、年末に向けてまだまだ時間はあります、今からでも、新たに商品

写真を考え、撮影してみて、ご商売繁盛に結び付けていただけましたら嬉しいかぎりです。

オマケ：スマホで撮影した蕎麦の動画

　セッティングなどは、ここで解説したのと同じような状況で、スマホで撮影した蕎麦の動画と、その解説の

コンテンツもあります。よろしかったらご覧下さい。

フォトゼミ・ラボ【実験No.04.スマホの動画は使えるか？】
http://photo-zemi.jp/laboratory/04_move.html
※スマホに対応したコンテンツです。スマホでもご覧になってみて下さい。


